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数
専
会
だ
よ
り 

【
総
会
報
告
】 

日
時 

平
成
二
〇
年
五
月
三
一
日
（
土
） 

於 
 

七
二
年
館
二
階 

次
第 

一
部 

総
会
議
事 

一
、
活
動
報
告 

二
、
二
〇
〇
七
年
度 

決
算
報
告 

三
、
会
計
監
査
報
告 

四
、
二
〇
〇
八
年
度 

予
算
案 

五
、
夏
季
研
修
会
に
つ
い
て 

六
、
研
究
部
講
座
報
告 

七
、
常
任
幹
事
交
代
に
つ
い
て 

八
、
そ
の
他 

 

二
部 

パ
ズ
ル
を
使
っ
て
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

 

一
部 

総
会
議
事 

一
、
活
動
報
告 

 
 

 

（
５
ペ
ー
ジ
参
照
） 

各
部
報
告 

 
 

 

（
７
ペ
ー
ジ
参
照
） 

二
、
決
算
報
告 

 
 

 

（
６
ペ
ー
ジ
参
照
） 

三
、
会
計
監
査
報
告 

 

（
７
ペ
ー
ジ
参
照
） 

四
、
予
算
案 

 
 

 
 

（
６
ペ
ー
ジ
参
照
） 

五
、
夏
季
研
修
会
に
つ
い
て 

 

今
年
は
東
京
女
子
大
学
９
号
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

六
、
研
究
部
講
座
報
告 

 

各
講
座
の
代
表
者
よ
り
講
座
の
内
容
、
会
費

等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
の
研
究
部
講
座
は
、
７
ペ
ー
ジ
参
照
。 

七
、
常
任
幹
事
交
代
に
つ
い
て 

 

次
の
◎
印
の
幹
事
が
新
し
く
推
薦
さ
れ
、
総

会
で
選
出
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

会
長
、副
会
長
、常
任
幹
事
は
次
の
と
お
り
。 

 

会 

長 
 

 

◎
多
羅
尾
千
恵
（
Ｓ
４
３
） 

 

副
会
長 

 
 

 

木
谷 

玲
子
（
Ｓ
３
７
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
桜
井 

典
代
（
Ｓ
４
３
） 

 
庶
務 

 
 

 
 

山
田 

洋
子
（
Ｓ
４
１
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
武
田 

紀
子
（
Ｓ
４
５
） 

 

厚
生 

 
 

 
 

平
澤
眞
理
子
（
Ｓ
５
２
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀
尾 

明
子
（
Ｓ
５
５
） 

 

研
究 

 
 

 
◎
大
井
美
智
子
（
Ｓ
４
９
） 

庵
原
ち
ひ
ろ
（
Ｓ
５
０
） 

 

広
報 

 
 

 
 

◎
中
陳
き
よ
み
（
Ｓ
４
５
） 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

荒
木 
祐
子
（
Ｓ
５
２
） 

 

会
計 

 
 

 
 

松
本 
友
子
（
Ｓ
４
８
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

渡
辺 

信
子
（
Ｓ
５
０
） 

 

書
記 

 
 

 
 

岩
崎
え
り
子
（
Ｓ
５
３
） 

Ｈ
Ｐ
担
当 

 
 
 
 

荒
木 

純
子
（
Ｓ
５
０
） 

大
学

担
当  

 
 

杉
山 

真
澄
（
Ｓ
４
４
）

会
計
監
査 

 
 

 

土
屋 

昌
子
（
Ｓ
３
２
） 

◎
大
島 

治
美
（
Ｓ
５
２
） 

な
お
、
次
の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

長
い
間
、数
専
会
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

会
長 

 
 

 
 

飯
山 

良
子
（
Ｓ
４
１
） 

研
究 

 
 

 
 

高
山
千
津
子
（
Ｓ
４
１
） 

庶
務 

 
 

 
 

遠
藤 

陽
子
（
Ｓ
４
５
） 

広
報 

 
 

 
 

岩
本 

福
子
（
Ｓ
４
５
） 

会
計

監
査 

 
 

廣
田 

貞
子
（
Ｓ
２
４
） 

八
、
そ
の
他 

 
 

 
 

 
 

 

＊
同
窓
会
よ
り 

大
学
創
立
九
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

観
劇
や
旅
行
（
新
渡
戸
稲
造
先
生
・
安
井
て

つ
先
生
の
足
跡
を
た
ど
る
旅
な
ど
）
企
画
す

る
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

追
分
寮
再
建
の
た
め
の
署
名
を
集
め
、
大
学

へ
の
働
き
か
け
を
一
緒
に
お
願
い
し
ま
す
。 

＊
提
案 

 

数
専
会
五
〇
年
誌
発
行
か
ら
三
〇
年
以
上
た

っ
た
今
、
発
足
か
ら
の
年
数
と
し
て
は
中
途

半
端
で
す
が
、
も
う
一
度
ま
と
ま
っ
た
も
の

を
作
る
こ
と
も
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
、
会
誌
の
発
行
を
提
案
し
ま
す
。 

（
現
在
、
提
案
を
取
り
下
げ
て
い
ま
す
。） 

 二
部 

パ
ズ
ル
を
使
っ
て
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

パ
ソ
コ
ン
講
座
（
講
師
・
荒
木
純
子
先
生
）

で
は
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て
パ
ズ
ル
を
作
っ
て

い
ま
す
。 

総
会
一
部
の
終
了
後
、
講
座
の
受
講
生
が
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
総
会
に
参

加
し
た
皆
さ
ん
が
パ
ズ
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

ま
た
、
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
使
っ
た
パ
ズ

ル
の
Ｃ
Ｄ
を
販
売
し
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
常
任
幹
事
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

 

文
字
並
べ
替
え 

 
 

 
 

 
神
経
衰
弱 

 
４
色
文
字
問
題 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

数
字
当
て
ク
イ
ズ 

１
か
ら
１
０
０ 

 

【
ご
あ
い
さ
つ
】 

 
 

 

新
会
長 

多
羅
尾
千
恵（
Ｓ
４
３
） 

数
専
会
が
、
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
、

名
簿
の
管
理
を
始
め
ま
し
た
時
の
初
代
管
理
者

で
す
。
現
在
は
会
員
数
も
大
幅
に
増
え
、
庶
務

の
方
々
の
ご
苦
労
も
、
い
か
ば
か
り
か
と
い
つ

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

夏
季
研
修
会
で
は
、
今
年
は
、
百
名
を
超
え

る
参
加
者
を
お
迎
え
し
、
秋
山
先
生
の
お
話
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。
研
究
部
は
じ
め
幹
事
（
前

幹
事
も
）
の
献
身
的
な
お
働
き
の
お
蔭
で
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

幹
事
一
同
、
数
専
会
の
為
に
労
を
惜
し
ま
ず

働
く
所
存
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
秋
の
講
演
会
の
ご
案
内
】 

日
時 

十
一
月
八
日
（
土
） 

 
 

 

午
後
一
時
半
〜
三
時
半 

場
所 

東
京
女
子
大
学
二
四
号
館 

 

（
安
井
て
つ
記
念
館
）
二
四
一
〇
一
教
室 

会
費 

１
０
０
０
円 

講
師 

大
宇
根 

弘
司
氏 

 
 

 

大
宇
根
建
築
設
計
事
務
所
所
長 

 
 

 

元
日
本
建
築
家
協
会
会
長 

演
題 

「
現
・
近
代
建
築
の
魅
力
と
危
さ
」 

 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

電
話
・
ｆ
ａ
ｘ 

×
×
×
×
・
×
×
・
×
×
×
× 

 
 
  

 
 

木
谷 

玲
子
（
八
時
〜
二
〇
時
） 

準
備
の
都
合
上
、必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

山梨県立美術館新館 

中林アトリエ 
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【
夏
季
研
修
会
】 

 
 
 

 
 

日
時 
平
成
二
〇
年
七
月
一
九
日
（
土
） 

於 
 

東
京
女
子
大
学
九
号
館
九
一
〇
二
教
室 

 

 

講
演
要
旨(
３
ペ
ー
ジ)

 

夏
季
研
修
会
の
感
想
を
下
記
に
掲
載 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

◇
十
一
時
半
〜
十
三
時 

昼
食
・
懇
親
会 

 

◇
十
四
時
〜
十
六
時 

｢

数
学
の
中
に
好
奇
心
を｣

 

 

 
 

 
 

 

東
海
大
学
教
授 

秋
山 

仁 

氏 

 

 

講
師
紹
介 

◇ 

秋
山 

仁 

氏 
 

 

理
学
博
士 

 

 

一
九
四
六
年
東
京
都
生
ま
れ 

上
智
大
学
大
学
院
数
学
科
を
終
了
後 

ミ
シ
ガ
ン
大
学
数
学
客
員
研
究
員
、 

東
京
理
科
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任 

現
在
は
、
東
海
大
学
教
育
開
発
研
究
所
長 

「
知
性
の
織
り
な
す
数
学
美
」
他
、 

著
書
多
数
あ
り
。 

【
夏
季
研
修
会
に
参
加
し
て
】 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
北 

信
子
（
Ｓ
５
０
） 

 

シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
で
美
し
い
、
学
生
時
代
の

ま
ま
に
景
観
を
保
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
、
広
く

な
っ
た
正
門
か
ら
入
り
、
講
堂
・
チ
ャ
ペ
ル
・

東
校
舎
・
西
校
舎
・
睡
蓮
の
池
・
本
館
と
進
み

渡
り
廊
下
を
越
え
、
瑞
々
し
い
夏
紅
葉
の
ト
ン

ネ
ル
を
く
ぐ
り
、
旧
体
育
館
前
の
九
号
館
九
一

〇
二
教
室
で
二
〇
〇
八
年
七
月
一
九
日(

土)

夏

季
研
修
会
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

颯
爽
と
現
れ
た
講
師
の
秋
山
仁
先
生
は
、
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
バ
ン
ダ
ナ
に
、
グ
レ
ー
の
ベ

イ
ズ
リ
ー
柄
の
シ
ャ
ツ
、
凝
っ
た
織
り
の
浮
き

出
た
紺
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
姿
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
お
し
ゃ
れ
な
装
い
に
気
が
つ
い
た
現
役
の

学
生
が
、
演
台
に
近
づ
き
尋
ね
る
と
、
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
裏
地
、
鮮
や
か
な
赤
白
濃
紺
の
ス
ト
ラ

イ
プ
を
に
こ
や
か
に
み
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
幼
少
期
の
や
ん
ち
ゃ
で
な
ら
し
た
武
勇

伝
に
始
ま
り
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
第
三
問
題
を
デ

ー
ン
の
解
法
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
考
え
、
最

近
の
ご
研
究
、
空
間
充
填
立
体
、
平
面
充
填
図

形
の
定
理
ま
で
を
一
気
に
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
マ
ス
メ
デ
イ
ア

で
も
大
活
躍
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
か
、

研
修
会
に
は
幅
広
い
年
代
が
集
ま
り
、
皆
期
待

に
目
を
輝
か
せ
て
静
聴
い
た
し
ま
し
た
。 

 

自
己
紹
介
と
ご
研
究
の
こ
と
に
続
き
、
現
代

社
会
に
お
い
て
い
か
に
多
く
の
数
学
理
論
が
使

わ
れ
て
い
る
か
を
楽
し
く
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

次
々
と
矢
継
ぎ
早
に
語
り
な
が
ら
、
実
際
に
そ

の
場
で
具
象
化
し
た
機
材
を
使
い
、
目
の
前
で

み
せ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。 

そ
の
一
例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
楕

円
を
思
い
浮
か
べ
て
下
さ
い
。
楕
円
の
周
が
鏡

張
り
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
焦
点
Ａ
か
ら

光
を
放
つ
と
、
ど
の
方
向
か
ら
放
た
れ
た
光
も

鏡
に
反
射
し
て
、
す
べ
て
焦
点
Ｂ
に
集
ま
り
ま

す
。
Ａ
Ｂ
を
軸
と
し
て
こ
の
楕
円
を
回
転
さ
せ

て
得
ら
れ
る
回
転
楕
円
球
で
も
同
じ
よ
う
に
光

の
反
射
の
性
質
は
成
り
立
ち
ま
す
。 

秋
山
先
生
は
、鏡
面
半
楕
円
球
を
持
参
さ
れ
、

風
船
を
焦
点
Ｂ
に
置
き
焦
点
Ａ
か
ら
光
の
反
射

で
割
れ
て
し
ま
う
実
験
を
間
近
で
二
度
も
み
せ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
一
同
、
頭
で
は
よ

く
理
解
し
て
い
る
簡
単
な
理
論
で
す
が
、
大
き

く
膨
ら
ま
せ
た
風
船
が
割
れ
る
威
力
を
ま
の
当

た
り
に
し
、
こ
の
理
論
の
示
す
現
象
に
目
を
奪

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
理
論
を
応
用
し
た
医
療
機

具
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
装
置

だ
そ
う
で
す
。
患
者
の
結
石
が
焦
点
Ｂ
の
位
置

に
く
る
よ
う
に
し
、
医
師
が
焦
点
Ａ
か
ら
衝
撃

波
を
発
射
さ
せ
る
と
、
結
石
は
砕
け
、
体
外
に

自
然
排
出
さ
れ
る
の
で
す
。
数
学
理
論
が
医
療

分
野
に
応
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
激
痛
を
伴
う
腎

臓
結
石
や
尿
路
結
石
を
開
腹
手
術
せ
ず
に
治
療

す
る
医
療
の
進
歩
が
可
能
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。 

 
 
 

ま
し
た
。 

 

最
後
に
秋
山
先
生
は
、
数
学
も
鑑
賞
す
る
だ

け
で
な
く
御
自
身
で
も
定
理
を
是
非
作
っ
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
、
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
な
活
動
が

い
か
に
素
晴
ら
し
い
か
を
説
か
れ
ま
し
た
。
お

気
に
入
り
の
詩
を
引
用
さ
れ
、
理
想
を
失
う
と

老
い
が
く
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
も
せ

わ
し
な
い
日
常
生
活
に
埋
没
し
て
い
る
自
分
を

振
り
返
り
、
時
間
を
作
り
出
し
て
諸
々
の
こ
と

に
対
し
、
柔
軟
に
新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
ん

で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

数
学
を
熱
く
語
る
御
様
子
が
印
象
的
で
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
若
者
に
だ
け
将
来
の

夢
を
託
す
の
で
は
な
く
、
子
供
に
も
大
人
に
も

皆
に
数
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
興
味
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
貰
い
た
い
こ
と
、
創
造
力
を
育
て

そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

 
 

研
修
会
が
閉
会
と
な
り
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
根
岸
先
生
、
高
村
先
生
が
御
車
に
乗
ら
れ
る

時
、
ベ
ン
チ
で
一
服
さ
れ
て
い
た
秋
山
仁
先
生

は
、
わ
ざ
わ
ざ
追
い
か
け
て
み
え
、
お
見
送
り

下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
年
長
者
を
大
切
に
な
さ

る
御
姿
に
名
は
体
を
顕
す
と
感
じ
入
り
ま
し
た
。 

 

本
年
も
数
専
会
役
員
の
方
々
の
御
努
力
と
御

配
慮
そ
し
て
御
手
配
等
、
大
き
な
お
働
き
で
こ

の
よ
う
に
有
意
義
な
時
を
、
昔
な
が
ら
の
佇
ま

い
の
母
校
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
先
輩
、
同
期
、
後
輩
の
皆
様

と
一
同
に
会
せ
ま
し
た
の
も
嬉
し
く
有
難
く
存

じ
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

【
編
集
部
よ
り
】 

秋
山
先
生
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

テ
レ
ビ
で
数
学
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
る

ほ
か
、
毎
週
火
曜
日
に
サ
ン
ケ
イ
新
聞
に
コ
ラ

ム
を
載
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

秋山 仁 先生 

 

人
類
が
対
処
す
べ
き
課

題
を
数
学
理
論
が
解
決
し

て
き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち

現
代
文
明
の
ほ
と
ん
ど
の

こ
と
を
支
え
作
っ
た
功
を

う
か
が
い
、
社
会
に
果
た

し
て
き
た
数
学
理
論
の
役

割
に
心
か
ら
感
動
い
た
し 

講 演 を 待 つ 楽 し い 時 間 
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結ばれず別れた初恋の人 

（ 秋山 仁 先生 ご寄稿による講演要旨 ） 
 
東女の構内に入ったのは今日が初めてですが、中学校が西荻の神明中学校だった関係でこの近辺は 

子どもの頃から私の生息域でした。東女の隣に友人の家があり、しょっちゅうそこで相撲をとったり、  

缶蹴りをしたり、善福寺池で魚を捕ったり、セミ捕りをして夜遅くまで遊び呆けていました。 

  実は、今まで誰にも明かしたことがないのですが、東女は私にとって“結ばれず別れた初恋の人”の 

母校なのです。というのは、あれは確か、中 1 の時、英語の教育実習生が東女から神明中にやってきて、 

授業をしたのです。彼女の清純さと胸の大きさにすっかり一目惚れして、私の視線は Brouwer の不動点  

定理に従って、胸元に釘づけ。当然、授業は上の空。彼女となんとか話をし、お近づきになりたいと幼  

な心に考え、思案の果て、くだらん質問をでっち上げ、「先生、その胸につけている風車は何ですか？」 

と、聞いてしまった。先生はニッコリ微笑み、「これは東女のバッチで Servic e＆Sacrif ice を意味してい  

るのよ」と、優しく教えてくれた。Sacrif ice は理解不能だったが、Servic e を“値引き”と勝手に解釈し、 

しばらくの間、東女は授業料の格安な大学と勘違いしていた。その当時から英語は苦手だったのですが  

数学は大好きでした。この傾向は今でも全く変わりません。  

ところで、私が普段、心がけて探している定理は、大雑把に述べると次のような条件を満たすものです: 

１、誰にでも定理の意味することが理解できるが、実は奥深い。 
２、定理を具体的なもの(模型、作品、ＣＧなど)で表現し、それを見たり、触ったりすることで、定理 

の本質を体感できる。 
３、テーマは日常生活や自然の中にある不思議や疑問に端を発している。 
４、証明には直観や発想、数学的マチュアリティが必要だが、高度な知識やテクニックを要しない。 
５、多分野への応用が豊富である。 

  上述の条件を満たす結果ならば、一般の人々にも容易に数学の美しさや醍醐味、有用性を理解しても 

らうことができます。すなわち、数学で人々に感動を与えることができるのです。私は数学で人々に幸  

せを運ぶ人になりたいのです。 

  今日は、東女の数学科の同窓会なので、精一杯この“秋山流数学”の醍醐味を紹介させていただくつ 

もりです。 

  さて、実際に講演で披露した定理の中から紙面のスペースの関係で 2 つだけ選んで記述しましょう。 

まずは、“正四面体タイル定理”です。すなわち、「正四面体の任意の展開図は平面充填図形である」と  

いう定理です。この定理を折り紙で作った四面体を切って実演しました。この定理から、Ｍ.C.エッシャ  

ーの版画のデザインのアイディアを、ある程度解明することができます。 

  次は定幅図形の応用です。マンホールのフタが丸いのは、「円が定幅図形なのでフタが下に落ちない」  

という特性に起因しています。ルーローの三角形（おにぎり型）も定幅図形なので、円とおにぎり型は  

“似た者同士”です。そこで、円の代わりにおにぎり型を代用することにより、数多くの新しい発明が  

生まれました。正多角形の形の穴があく回転ドリル、おにぎり型の車輪、ロータリーエンジン、人工心  

臓などはその例です。 

  さて、もう紙面が一杯になってしまいました。東女で数学を専攻された皆様が、ここで学んだことを 

生活に活かし、合理的で豊かで、愉しい日々をこれからもお過ごしになられることを祈ります。 

最敬礼 

 

追伸：知性によって裏打ちされた美を放ち続ける根岸愛子先生、高村多賀子先生、とてもすてきでした。 

どうぞお元気で。 
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くるくるキューブのできるまで 
               高林 厚子（S36） 
 お子さんと大根やじゃがいもを四角に切り取りいろ

いろな切り口を作った経験があると思います。私も昔、

やりました。まず、サイコロの形に切るところが意外と

難しくあの面、この面とカットしていくうちに小さくな

って失敗｡２個目、次に進んで、サイコロが出来ても思

うような切り口になりません。３個、４個とその日は具

沢山のお味噌汁を作った覚えがあります。  
 ひょんな事から同窓会の紹介で公立中学校の数学を

教える事になりました。１年生は正負の数・方程式・比

例反比例・平面図形・空間図形と進み立方体の切り口は

三学期の後半になります。授業が遅れたり、（そう言う

ときに限って）学級閉鎖と重なったりして、小さな木製

の模型を見せるだけで終わってしまうこともありまし

た。最近はプラスチック製で立方体の透明な容器に切り

口の形をした色板を入れると切った状態が見える仕組

みのもあります。ゆとり教育により切り口のところは教

育課程から外され、こんな優れものもこの数年、棚の奥

の方に追いやられています。 
 もっと大きなオリジナルキューブを班に１つずつ、見

て・触って・考えようとカラフルで、パズル的で、計算

嫌いな子も楽しんでくれたらということでしたが、作っ

て楽しんでいたのは私でした。１つの立方体を５～６個

にカットしました。 
① 平行な面でカット 
② １つの辺を中心に回転する面でカット 
③ １つの頂点を中心に回転する面でカット 
④ ２・３・６・９等分するようにカット 

 

あるとき、旅行先でキューブのおみやげ品を見つけま

した。２～３cm 角程の小さな木製の立方体８個がつ

ながっていて、半分ずつ切り開くようにしていくと、

今まで内側にあった絵が外側に出てくるなんとも不思

議なオモチャ。 
何とか紙で作れな

いかと試行錯誤を

繰り返し、たどり着

いたのがくるくる

キューブでした。 
１工作用紙で８個

の立方体を作って

いました。 
２牛乳パックを７

cm 幅に２つカット

し、はめ込めば丈夫

で正確なキューブ

が簡単にできまし

た。 
３折りたたみ式に

したら、持ち運びに

便利になりました。 
４８個のパーツに

して、パズル形式に

しました。 
この４を昨年の講演会で楽しんでいただきました。 
 また、くるくるキューブの２等分にも挑戦し、４種類作

りましたが、これもおもしろい形がいくつも出来そうです。 

 

図のように立方体の底面の１面は切らず

に、波線部分を半分に切っていくと３回目

で外側の面が全て、内側に入ります。 

１

 

 

２

 

 

 

 

 

 

 

３ 

４ 

今、荒木純子先生をはじめ、プラムパソコン教室の

方々に協力していただき、手描きしていた図も Word 
で描く事を始めました。 
くるくるキューブの次はくるくるテトラ(立体)、お

やおやヘキサ、おやおやスクェアー(平面)と続きます。

先が遠くいつ出来上がるか分かりませんが、その過程

を楽しんでいる今日この頃です。 

 

 

  

 

① ② 

④ ③ 
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平成１９年度 活 動 報 告 

委員会 活　　　動　　　内　　　容
平成19年度決算、平成20年度予算案を検討し幹事会にて承認

園遊会の役割分担、夏季研修会の検討、総会のお知らせの発送

  4月28日(土) 園　遊　会 数専会コーナーにてバザー出店

  5月  9日(水) 常任幹事会 幹事役職交代の検討、総会の進行 および 役割分担の検討

級幹事会、総会議事、熊谷正子氏の琴演奏（バイオリンとの共演）

バザー、勉強会への補助金配布、総会反省会

総会の反省 および 来年度の総会議事の後の第二部について検討

同窓会総会報告

夏季研修会の準備（懇親会の内容および役割分担の確認等）

数専会だよりの原稿について検討

会場 ：東京女子大学　安井てつ記念ホール（24号館）

講演 ：内村直之氏『ニッポン数学するヒトビト　私の見た数学者たち』

　　　 　廣瀬　肇氏『男の声・女の声』

懇親会:大学学生食堂2階

  9月  7日(金) 常任幹事会 夏季研修会の反省、「数専会だより」の初版校正 および 秋の講演会の検討

10月  4日(木) 常任幹事会 秋の講演会の準備会（牛乳パックの裁断等）

秋の講演会の進行確認

数専会だよりの発送（常任委員　および　級幹事による）

平成20年度夏季研修会講演について

桃井第4小学校のボランティアについて

会場：72年館

講演：高林厚子氏(S36)『牛乳パックで作るくるくるキューブパズル』

会長・副会長が大学にて数理学科４年生ゼミ代表に数専会の説明

ならびに会費納入のお願いをする。

数専会誌作成・夏季研修会秋山仁氏講演の企画について検討

総会第二部の担当について検討

平成20年度総会級幹事会について　および　総会のお知らせの原稿検討

2008年度予算案 および 園遊会について検討、研究部のお知らせの発送

卒業式にて会費納入済みの新卒者へビーズのストラップを

記念品として贈呈(平成19年度は新卒者全員が会費を納入)

 4、5月

 6、7月

 8、9月

12、1、2月

 3月

 4月

 4月

 7、8月

 9、10月

通  年

園遊会および

総会バザー

夏季研修会勧誘、講師原稿依頼、参加者名簿作成、参加者へ確認のはがき発送、資料作成

「数専会だより」の原稿提出、夏季研修会参加者への会計報告・写真発送

「数専会研究部のお知らせ」の原稿収集、印刷発注、発送

夏季研修会準備（講師依頼、会場確保、宣伝用パンフレット作成）

会員名簿管理、維持運営費納入管理、宛名シール印刷

「数専会だより」用の封筒印刷、常任幹事会の通知メール配信

「数専会だより」に同封する維持運営費の振込表の作成

「数専会総会のお知らせ」原稿作成、印刷発注、発送

「数専会だより」原稿依頼、原稿作成、原稿校正

「数専会だより」印刷発注、発送

求人情報をＨＰで紹介。求職者には詳しい内容を紹介。

平成19年度求人62件（内訳　教員40件、非常勤講師10件、その他12件）　成立0件

死蔵品、中古衣料、会員制作の手芸品　などを販売

通　年

月　　　日

各勉強会へ前年度会計報告・今年度名簿作成依頼、園遊会で夏季研修会パンフレット配布

庶 務 部

広 報 部

厚 生 部

バ ザ ー

常任幹事会

常任幹事会

研 究 部

常任幹事会

常任幹事会

講　演　会

  1月31日(木)

  3月  6日(木)

  3月14日(金)

常任幹事会

数専会総会

常任幹事会

夏季研修会

平成20年

10月12日(金)

11月17日(土)

11月17日(土)

12月  6日(木）

平成19年   4月12日(木)

  6月  9日(土)

  7月11日(水)

  7月21日(土)
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平成１９（２００７）年度 決算報告 

（１） 一般会計      

収 入 の 部 支 出 の 部 

科   目 決 算 額 科   目 決 算 額 

繰 越 金      

 維持運営費  （582 名）   郵送通信費  

 新入会費    （46 名）   印刷費  

 バザー   名簿管理費  

 預貯金利息   講座補助費  

 雑収入     （寄付等）   パソコン関係費   

    総会費  

    会議費  

    運営費  

    バザー  

    雑費  

    予備費  

合計  合計  

  繰 越 金  

（２） 基金      

収 入 の 部 支 出 の 部 

繰 越 金      

 主催講演会会費  主催講演会   

 寄付    パソコン関係費  

合計  合計  

  繰 越 金  

（３） 数専会保有財産合計      

収 入 の 部 支 出 の 部 

（一般会計）＋（基金）  （一般会計）＋（基金）  

  繰 越 金  

平成20（２００8）年度 予算  
（１） 一般会計      

収 入 の 部 支 出 の 部 

 科   目 予 算 額   科   目 予 算 額 

繰 越 金      

 維持運営費        （300 名）   郵送通信費  

 新入会費 （卒業見込み数 88 名）   印刷費  

 バザー   名簿管理費  

 利息   講座補助費  

    パソコン関係費  

    総会費  

    会議費  

    運営費  

    バ ザー  

    雑費  

    予備費  

合計  合計  

  繰 越 金  

（２） 基金      

収 入 の 部 支 出 の 部 

繰 越 金      

 主催講演会会費   主催講演会   

    パソコン関係費  

合計  合計  

  繰 越 金  

（３） 数専会保有財産合計      

収 入 の 部 支 出 の 部 

 （一般会計）＋（基金）   （一般会計）＋（基金）  

  繰 越 金  

 



(7)                                   数    専    会    だ    よ    り                    2008 年 10 月 15 日発行 

【 

会
計
・
会
計
監
査
よ
り 

】 
平
成
一
九
年
度
の
決
算
を 

６
ペ
ー
ジ 

の
と
お
り

報
告
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

会
長 

 
 
 
 
 
 

飯
山 

良
子 

 
 
 
 
 

会
計 

 
 
 
 
 
 

松
本 

友
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺 

信
子 

精
査
の
結
果
、
相
違
な
い
こ
と
を
認
め
ま
す
。 

 
 
 
 

平
成
二
〇
年
五
月
一
三
日 

 
 
 
 
 

会
計
監
査 

 
 
 
 

廣
田 

貞
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
屋 

昌
子 

 

【 

会
計
よ
り 

】 

平
成
二
十
年
度
の
予
算
が 

総
会
に
て
６
ペ
ー
ジ 

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
も
、
基
金
を
利
用
し
て
秋
に
数
専
会
主
催 

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
他
、
基
金
の
有
効 

な
利
用
法
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
提
案
下
さ
い
。
常
任 

幹
事
会
に
て
検
討
の
う
え
、
総
会
で
使
途
を
決
定
し 

ま
す
。 

維
持
運
営
費
の
振
り
込
み
用
紙
が
同
封
さ
れ
て

い
る
方
は
お
納
め
下
さ
い
。
な
お
払
込
み
手
数
料
は

自
己
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【 

庶
務
（
住
所
管
理
担
当
）
よ
り
】 

転
送
さ
れ
た
手
紙
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
、
新
住
所

を
ご
連
絡
下
さ
い(

転
送
期
間
は
一
年
で
す)

。 

改
姓
、
名
簿
変
更
な
ど
は
数
専
会
Ｈ
Ｐ
、
は
が
き

な
ど
で
必
ず
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

ク
ラ
ス
会
開
催
等
で
名
簿
が
必
要
な
時
は
、
ご
連

絡
下
さ
い
。 

 

【 

研
究
部
よ
り 

】 

今
年
の
夏
季
研
修
会
は
、
例
年
と
異
な
り
懇
親
会

と
午
後
の
講
演
会
の
二
部
形
式
と
な
り
ま
し
た
。 

秋
山
仁
先
生
の
講
演
会
に
は
、
在
校
生
も
含
め

百
人
以
上
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

途
中
先
生
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
と
い
う
思
い

が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
充
実
し
た
講
演
会

に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
の
研
修
会
に
つ
い
て
、
ご
意
見
ご
要
望
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

現
在
数
専
会
で
は
、
自
主
ゼ
ミ
を
含
め
十
一
の
勉

強
会
が
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

★ 

勉
強
会 

★ 

① 

高
村
多
賀
子
先
生
ゼ
ミ   

② 

杉
山
真
澄
先
生
ゼ
ミ 

 
 
 
 

③  

高
校
数
学
勉
強
会  

ⓐ

茶
圓
幸
子
先
生
ゼ
ミ 

ⓑ
吉
田
萌
子
先
生
ゼ
ミ 

ⓒ
吉
祥
寺
ゼ
ミ 

④ 

パ
ソ
コ
ン
教
室 

ⓐ

Ｍ
Ｙ
パ
ソ
コ
ン
教
室     

戸
塚
三
重
子
先
生          

ⓑ

プ
ラ
ム
パ
ソ
コ
ン
教
室 

 

荒
木 

純
子
先
生 

 
 
 
 
 

ⓒ

チ
ェ
リ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室 

荒
木 

純
子
先
生 

ⓓ

シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
教
室   
矢
矧
か
つ
子
先
生 

ⓔ

パ
ズ
ル
研
究
会         

荒
木 

純
子
先
生 

⑤ 

自
主
ゼ
ミ 

石
田
静
子
先
生
ゼ
ミ 

詳
し
く
は
、
春
に
お
送
り
し
た
「
数
専
会
研
究
部

の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 【 

厚
生
部
よ
り
】 

平
成
十
九
年
度
の
求
人
と
実
績
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
） 

数
専
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
厚
生
部
求
人
情
報
を
ご

利
用
下
さ
い
。
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
。 

求
職
希
望
者
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
。 

TEL
×
×
×
―
×
×
×
―
×
×
×
× 

平
澤 

眞
理
子
（
Ｓ
５
２
） 

【 

大
学
担
当
よ
り 

】 

文
理
学
部 

か
ら 

現
代
教
養
学
部 

へ 

二
〇
〇
九
年
四
月
か
ら
文
理
学
部
・
現
代
文
化
学

部
の
二
学
部
十
学
科
を
統
合
・
再
編
し
て
、
専
門
性

を
も
つ
教
養
人
の
育
成
を
目
標
と
し
「
現
代
教
養
学

部
」
一
学
部
四
学
科
十
二
専
攻
に
変
わ
り
ま
す
。 

四
学
科
と
十
二
専
攻
と
は
、
人
文
学
科
（
哲
学
専

攻
、
日
本
文
学
専
攻
、
英
語
文
学
文
化
専
攻
、
史
学

専
攻
）、
国
際
社
会
学
科
（
国
際
関
係
専
攻
、
経
済

学
専
攻
、
社
会
学
専
攻
）、
人
間
科
学
科
（
心
理
学

専
攻
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
、
言
語
科
学
専

攻
）、 

数
理
科
学
科
（
数
学
専
攻 

、
情
報
理
学
専

攻
）
で
す
。 

数
理
学
科 

か
ら 

数
理
科
学
科 

へ 

数
理
科
学
科
で
は
、
科
学
技
術
が
急
速
な
発
展
を

見
せ
、
高
度
情
報
化
が
進
む
今
日
の
社
会
の
要
請
に

応
え
る
た
め
に
二
つ
の
専
攻
を
置
き
、「
数
学
、
情

報
学
、
自
然
科
学
の
専
門
知
識
を
学
び
、
幅
広
い
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
」。 

数
学
専
攻
で
は
現
代
的
な
純
粋
数
学
（
代
数
学
、

解
析
学
、
幾
何
学
）
と
応
用
数
学
に
つ
い
て
、 

情
報
理
学
専
攻
で
は
、
現
実
の
自
然
現
象
や
社
会

現
象
に
対
し
て
数
理
モ
デ
ル
を
構
築
し
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
情

報
学
と
自
然
科
学
を
連
携
さ
せ
た
理
論
と
方
法
を

学
べ
ま
す
。 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
容 

キ
ャ
ン
パ
ス
も
二
〇
〇
七
年
度
に
新
部
室
、
集
中

管
理
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
度
に
図
書
館
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、 
二
〇
〇
九
年
度
に
新
体
育
館
棟
や

新
研
究
室
棟
の
建
設
整
備
を
し
て
い
ま
す
。 

（以
上
大
学
か
ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
の
抜
粋
） 

そ
の
た
め
に
由
緒
あ
る
建
物
東
寮
な
ど
や
い
ろ 

い
ろ
な
草
木
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

【 

Ｈ
Ｐ
担
当
よ
り 

】 

Ｈ
Ｐ
は
勉
強
会
の
お
知
ら
せ
、
会
員
の
交
流
、 

住
所
変
更
の
連
絡
等
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
た
場
合
、
本
な
ど
出
版 

し
た
場
合
な
ど
、
情
報
お
寄
せ
下
さ
い
。 

数
専
会
Ｈ
Ｐ
は
「
東
京
女
子
大
学
数
専
会
」 

で
検
索
す
る
か
、
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
入
力
す
る
と 

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【 

常
任
幹
事
よ
り 

】 

東
京
女
子
大
学
追
分
寮 

そ
の
後 

再
建
を
願
っ
て
の
署
名
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 

【
同
窓
会 

パ
ソ
コ
ン
講
座
運
営
管
理
委
員
会

よ
り 

】
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を 

６
本
購
入
し
ま
し

た
。
八
月
に
、
戸
塚
三
重
子
先
生
（
Ｓ
４
１
）
が 

パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
講
習
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

七
月
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
ま

し
た
。
プ
リ
ン
タ
の
切
替
器
を
購
入
し
ま
し
た
。 

【
謹 

弔
】 

瑩
一
先
生
が
八
月
一
六
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

http://www.geocities.jp/twcumath/index.html 
 

六
月
二
一
日
の
同
窓

会
総
会
に
お
い
て
、

湊
学
長
よ
り
、 

「
再
建
の
検
討
へ
向

け
、
現
地
を
視
察
」

の
朗
報
！ 

進
展
を
祈
り
つ
つ
、 

募
金
の
心
づ
も
り
な

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

平 成 20 年 度 常 任 幹 事 

東
京
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
黒
星 



2008 年 10 月 15 日発行                  数    専    会    だ    よ    り                             (8) 

【
ゼ
ミ
紹
介
】 

プ
ラ
ム
パ
ソ
コ
ン
教
室 

 

上
武 

洋
子
（
Ｓ
５
０
） 

プ
ラ
ム
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
木
曜
日
（
第
一
、

第
三
）
の
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
に
勉
強
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ム
は
勉
強
会
が
始
ま
っ
て
も

う
十
一
年
に
な
り
ま
す
。
私
は
途
中
か
ら
入
っ
た

の
で
十
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。 

先
生
は
荒
木
純
子
先
生
で
す
。
じ
つ
は
先
生
と

私
は
大
学
の
時
か
ら
の
友
人
で
し
た
。
お
互
い
結

婚
し
て
し
ば
ら
く
お
会
い
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

暫
く
ぶ
り
で
会
っ
た
時
は
先
生
と
生
徒
で
し
た
。

会
わ
な
か
っ
た
間
に
、
先
生
は
パ
ソ
コ
ン
の
プ
ロ

に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

は
じ
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
習
っ
た
時
は
本
当
に

楽
し
く
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
た
っ
て
し
ま
っ
た

事
を
覚
え
て
い
ま
す
。
先
生
は
ほ
ん
と
う
に
や
さ

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
そ
れ
に
甘
え
て

私
は
家
で
復
習
を
ぜ
ん
ぜ
ん
し
な
か
っ
た
の
で
い

ま
で
も
簡
単
な
事
を
先
生
に
聞
く
事
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
い
や
な
顔
を
せ
ず
に
教
え
て
下
さ

い
ま
す
。 

数
専
会
だ
よ
り
を
書
く
事
に
な
り
、
今
ま
で
の

プ
リ
ン
ト
を
読
み
返
し
て
み
ま
し
た
。
本
当
に
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
パ
ソ
コ

ン
の
パ
の
字
も
解
ら
な
い
時
か
ら
、
ワ
ー
ド
で
文

章
を
書
く
練
習
し
、
ペ
イ
ン
ト
で
絵
を
書
い
て
、

一
筆
箋
や
う
ち
わ
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。
エ
ク
セ
ル
は
組
込
み
関
数
な
ど
を
使
う

の
で
、
少
し
数
学
的
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
と

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
写
真
の
編
集
を
し
た
り
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
り
。
ま
た
メ
ー
ル
に
自
分

で
作
っ
た
雛
形
を
付
け
た
り
し
ま
し
た
。
大
量
の

デ
ー
タ
を
整
理
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
勉
強
も
し

ま
し
た
。
本
当
に
た
く
さ
ん
の
事
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
勉
強
会
の
時
は
一
生
懸
命
す
る
の

で
す
が
、
家
で
復
習
を
し
な
か
っ
た
事
を
い
ま
悔

や
ん
で
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
事
で
分
か
ら
な
い

事
を
先
生
に
質
問
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
は

す
ぐ
に
教
え
て
下
さ
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
時
は

次
の
勉
強
会
ま
で
に
調
べ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

本
当
に
心
強
い
先
生
で
す
。 

生
徒
さ
ん
も
み
な
さ
ん
い
ろ
い
ろ
個
性
が
あ

り
、
優
秀
な
か
た
が
多
く
今
ま
で
習
っ
た
こ
と
を

利
用
し
て
、
自
分
で
撮
っ
た
写
真
を
Ｃ
Ｄ
に
入
れ

表
に
中
身
が
わ
か
る
様
に
写
真
を
プ
リ
ン
ト
し
た

り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
情
報
を
発
信
し
た
り
、

エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
小
冊
子
を
作
ら
れ
た
り
、
使

い
易
い
家
計
簿
を
作
っ
た
り
、
私
以
外
の
方
は
ほ

ん
と
う
に
す
ば
ら
し
く
進
歩
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
何
を
し
た
い
の
か
目
的
が
あ
る
人

は
進
歩
が
早
い
と
思
い
ま
し
た
。 

今
は
新
し
く
入
ら
れ
た
高
林
さ
ん
（
昨
年
秋
の

『
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る
く
る
く
る
キ
ュ
ー
ブ
パ
ズ

ル
』
の
講
師
）
が
先
生
を
し
て
い
た
時
の
い
ろ
い

ろ
な
資
料
を
本
に
ま
と
め
る
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
高
林
さ
ん
の
資
料
（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
が

す
ば
ら
し
い
の
で
、
い
ま
ま
で
勉
強
し
て
き
た
事

を
使
っ
て
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
た
ら
他
の
方
に
分

か
り
易
い
か
、
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
楽
し
く
進
め
て
い
ま
す
。
本
に
な
る
日
が
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。 

荒
木
先
生
は
本
当
に
、
分
か
り
易
く
色
々
な
事

を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
し
、
生
徒
の
み
な
さ
ん

も
と
て
も
気
さ
く
で
楽
し
い
教
室
で
す
、
よ
ろ
し

か
っ
た
ら
一
度
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？ 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
支
部
だ
よ
り
】
湘
南
の
地
に
暮
ら
し
て 

 
 

 

増
田 

純
子
（
Ｓ
４
３
） 

湘
南
の
地
、
平
塚
に
私
が
初
め
て
移
り
住
ん
だ

の
は
一
九
七
四
年
の
八
月
の
こ
と
で
す
。
家
庭
に

入
っ
て
三
年
目
の
夏
で
し
た
。
し
か
し
、
住
み
始

め
て
ま
も
な
く
夫
の
仕
事
の
関
係
で
、
平
塚
を
拠

点
に
、
東
京
、
地
方
と
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が

ら
度
々
転
居
を
繰
り
返
し
、
最
後
に
、
十
年
東
京

に
お
り
ま
し
た
後
、
二
〇
〇
一
年
秋
に
や
っ
と
平

塚
に
腰
を
落
ち
着
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
事
情
で
支
部
の
活
動
に
は
す
っ

か
り
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
幹

事
の
方
か
ら
「
支
部
の
こ
と
に
拘
ら
ず
神
奈
川
の

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
ご
紹
介
下
さ
い
」
と
の
原

稿
執
筆
の
依
頼
を
受
け
、
筆
の
向
く
ま
ま
書
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。  

最
初
に
少
し
支
部
の
こ
と
に
触
れ
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
、
平
塚
に
戻
り
ま
し
て
一
年
半
ほ
ど
経

っ
た
二
〇
〇
三
年
に
、
私
の
手
元
に
九
〇
頁
の
立

派
な
「
さ
が
み
の
会 

五
五
年
史
」
が
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
詳
し
く
「
さ
が
み
の
会
」
の

歴
史
と
先
輩
方
の
活
動
の
足
跡
が
書
か
れ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
一
九
四
八
年
同

窓
会
「
湘
南
支
部
」
は
鎌
倉
の
地
で
発
足
し
、
一

九
五
一
年
に
名
前
が
「
さ
が
み
の
会
」
と
な
り
ま

し
た
。
一
九
八
二
年
「
さ
が
み
の
会
」
は
「
鎌
倉

支
部
」「
中
部
支
部
」
そ
し
て
「
小
田
原
支
部
」
の

三
つ
に
な
り
、
私
の
住
む
平
塚
は
中
部
支
部
に
属

し
三
つ
の
「
も
よ
り
会
」（
藤
沢
、
茅
ヶ
崎
、
平
塚
・

大
磯
）に
分
か
れ
て
活
動
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

「
年
史
」
に
よ
り
、
心
を
通
い
合
わ
せ
て
の
様
々

な
活
動
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
先
輩
の

方
々
が
湘
南
の
地
で
築
い
た
歴
史
は
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。 

平
塚
に
落
ち
着
き
ま
し
た
今
、
海
の
潮
風
が
頬

を
伝
う
温
暖
な
湘
南
の
地
に
住
め
る
幸
せ
を
噛
み

締
め
て
お
り
ま
す
。
歴
史
的
に
も
鎌
倉
幕
府
の
開

幕
、
小
田
原
北
条
氏
の
豪
勢
、
明
治
期
後
の
横
浜

の
大
発
展
な
ど
、
近
場
で
歴
史
を
訪
ね
る
場
所
は

無
数
に
あ
り
ま
す
。
娘
た
ち
も
社
会
人
と
な
り
自

分
の
時
間
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、
五
年

前
よ
り
月
一
回
（
年
に
十
回
）
鎌
倉
散
策
や
神
奈

川
歴
史
散
策
の
機
会
を
得
て
様
々
な
場
所
を
歩
い

て
お
り
ま
す
。
鎌
倉
の
お
寺
や
神
社
だ
け
で
も
百

箇
所
近
く
訪
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
鎌
倉
の
お
寺

に
つ
い
て
、少
し
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す（
限

ら
れ
た
紙
面
で
す
の
で
、
鎌
倉
五
山
―
建
長
寺
、

円
覚
寺
、
寿
福
寺
、浄
智
寺
、浄
妙
寺 

以
外
で
）。

★
二
階
堂
に
あ
る
鎌
倉
最
古
の
寺
で
あ
る
杉
本
寺

の
苔
む
す
お
寺
の
静
寂
な
佇
ま
い
は
、
ま
る
で
鎌

倉
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
で
す
。

★
夢
窓
疎
石
が
開
山
の
瑞
泉
寺
は
、
庭
の
素
晴
ら

し
さ
と
共
に
四
季
折
々
の
花
も
楽
し
め
、
周
囲
の

山
々
を
背
景
に
し
た
秋
の
紅
葉
の
美
し
さ
は
心
に

染
み
入
り
ま
す
。
★
長
谷
寺
近
く
の
光
則
寺
は
樹

齢
約
二
百
年
と
い
わ
れ
る
カ
イ
ド
ウ
の
古
木
で
有

名
で
す
が
、
季
節
ご
と
に
咲
く
花
々
は
、
寺
を
囲

む
緑
の
美
し
さ
と
共
に
訪
れ
る
人
の
心
を
和
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
★
極
楽
寺
は
毎
年
四
月
七
、
八
、

九
の
三
日
間
秘
仏
の
本
尊
が
特
別
公
開
さ
れ
ま
す
。

木
造
清
涼
寺
式
釈
迦
如
来
立
像
は
、
鎌
倉
時
代
の

作
で
国
の
重
要
文
化
財
で
す
。
庭
内
で
は
お
茶
席

も
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
何
度
で
も
訪
れ
て
み

た
い
お
寺
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
神
奈
川
の

歴
史
散
策
を
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

【
編
集
後
記
】 

会
員
の
皆
さ
ま
の
素
敵
な
活
動
の
一
端
を
少
し
で

も
ご
紹
介
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
さ
ら
に
多

く
の
参
加
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

数
専
会
へ
の
ご
質
問
・
ご
連
絡
は
、
１
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

瑞 泉 寺 

数
専
会
だ
よ
り
、
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
し
た
か
？ 


